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02　

５
月
26
日
に
、「
平
成
28
年
度
森
林
・
林

業
白
書
」（
平
成
28
年
度
森
林
及
び
林
業
の

動
向
・
平
成
29
年
度
森
林
及
び
林
業
施
策
）

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
度
の
森
林
・
林
業
白
書
で
は
、国

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、図

表
、事
例
写
真
等
を
活
用
し
つ
つ
、森
林
・

林
業
の
動
向
の
体
系
的
な
分
析
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、冒
頭

に「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」を
設
け
て
各
年
度
の
特

徴
的
で
印
象
的
な
動
き
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、第
Ⅰ
章
を
特
集
章
と
し
て
、特
定
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
は
、平
成

28
年
５
月
に
、森
林
・
林
業
政
策
の
基
本
と

な
る「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」が
５
年
ぶ

り
に
変
更
さ
れ
、林
業
の
成
長
産
業
化
、原

木
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
、木
材
産
業

の
競
争
力
強
化
と
新
た
な
木
材
需
要
の
創

出
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。ま
た
、同

５
月
に
は
、「
森
林
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」や「
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及

び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」が
成
立

し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、Ｃ

平
成
28
年
度
森
林
・
林
業
白
書
が
公
表

　

～
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
新
た
な
技
術
の
導
入
を
特
集
～

　

～
森
林
法
等
の
改
正
、
森
林
認
証
の
分
野
で
の
相
互
承
認
の
実
現
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
新
た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表
と
い
っ
た
新
た
な
取
組
を
紹
介
～

Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）の
普
及
に
向
け
、設

計
法
に
関
す
る
基
準
の
整
備
が
告
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、需
要
の
一
層
の
拡
大
を
目

指
し
て
新
た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
公
表
さ

れ
た
こ
と
、平
成
28
年
熊
本
地
震
や
台
風

災
害
に
よ
り
林
野
関
係
で
も
大
き
な
被
害

が
発
生
し
、早
期
の
復
旧
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
特
集
章
で
は
、テ
ー
マ
を「
成

長
産
業
化
に
向
け
た
新
た
な
技
術
の
導
入
」

と
し
ま
し
た
。林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、主
伐
・
再
造
林
等
の

林
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
国
産
材
の
利
用
が
低
位
で
あ
っ

た
分
野
に
お
け
る
新
た
な
木
材
需
要
の
創

出
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
し

て
、そ
の
基
礎
と
な
る
の
が
新
た
な
技
術
の

開
発
や
導
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、こ
の
特
集
章
で
は
、新
た
な

技
術
の
導
入
状
況
や
そ
の
成
果
等
に
つ
い

て
、伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
や

優
良
品
種
の
開
発
、高
性
能
林
業
機
械
の
開

発
と
い
っ
た「
林
業
の
生
産
性
向
上
の
た
め

の
技
術
」、森
林
情
報
の
整
備
や
林
業
経
営

へ
の
活
用
と
い
っ
た「
情
報
通
信
技
術（
Ｉ

複雑な地形に対応したタワーヤーダ等の開発
　林野庁は、我が国の複雑な地形に対応した中距離集材の架線系作業システムに活用
できるタワーヤーダ、自走式搬器及びオートフックを開発。

事例１

タワーヤーダ：4 つのドラムを備えることで、複雑な索張りへの対
応が可能に。

オートフック：荷掛けしたロープをリモコン操作に
より取り外し可能で、作業の迅速化や安全性が向上。

自走式搬器：小型化された高性能エンジンを搭載。
走行速度や木材の吊り上げ能力を改良。
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Ｃ
Ｔ
）の
活
用
」、非
住
宅
分
野
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
等
に
お
け
る「
木
材
需
要
の
拡
大
に

向
け
た
技
術
」、「
花
粉
の
発
生
を
抑
え
る
技

術
」の
四
つ
に
分
け
て
整
理
す
る
と
と
も

に
、技
術
導
入
の
た
め
の
条
件
整
備
に
つ
い

て
記
述
し
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
章
以
降
は
、「
森
林
の
整
備
・
保
全
」、

「
林
業
と
山
村（
中
山
間
地
域
）」、「
木
材
産

業
と
木
材
利
用
」、「
国
有
林
野
の
管
理
経

営
」、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
」に
つ

い
て
、平
成
28
年
度
に
お
け
る
動
向
や
課
題

の
分
析
等
を
掲
載
し
ま
し
た
。こ
の
中
で
、

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」の
目
標
値
等
の
具

体
的
な
内
容
や
、森
林
認
証
の
分
野
に
お
い

て
国
際
的
な
森
林
認
証
で
あ
る「
Ｐ
Ｅ
Ｆ

Ｃ
」と「
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
」と
の
相
互
承
認
が
実
現

し
た
こ
と
、全
て
の
締
約
国
が
参
加
す
る
温

暖
化
対
策
の
法
的
枠
組
み
で
あ
る
パ
リ
協

定
が
発
効
し
た
こ
と
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」を

分
析
し
、10
年
前
と
比
較
し
て
、林
業
経
営

体
の
数
が
57
％
減
少
し
た
一
方
で
１
林
業

経
営
体
当
た
り
の
素
材
生
産
量
が
87
％
増

加
す
る
な
ど
、林
家
や
林
業
経
営
体
の
規
模

拡
大
が
進
ん
で
い
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
等

を
紹
介
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、木
材
自
給

率
に
つ
い
て
、平
成
27
年
に
は
５
年
連
続
で

上
昇
し
て
33
・
２
％
に
達
し
た
こ
と
や
、熊

本
地
震
に
お
け
る
木
材
住
宅
の
耐
震
性
調

査
に
お
い
て
、接
合
部
の
仕
様
等
が
明
確
化

さ
れ
た
平
成
12
年
以
降
の
木
造
建
築
物
の

倒
壊
率
が
特
に
低
い
こ
と
等
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

情報通信技術（ＩＣＴ）等の
新たな技術を活用できる人材の育成
　国立大学法人鹿児島大学は、素材生産の現場における高度な技術者
の養成を目的として、林業事業体の生産管理者を対象とした専門職向
け公開講座を開催。
低コストで確実な
造林技術や新しい
架線系作業システ
ム、航空レーザ計測
等の森林資源を把
握する技術等の習
得について講義や
演習を実施。

事例２

スギ花粉飛散防止剤の散布により枯死したス
ギの雄花

（資料：「熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会報告書」（平成28年９月））

熊本地震における木造の建築時期別の被害状況 無被害
軽微・小破・中破
大破
倒壊・崩壊
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森
林
・
林
業
白
書
の
本
文
に
つ
い
て
は
、林
野
庁

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
、以
下
の
リ
ン
ク
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w

.rinya.m
aff.go.jp

/j/kikaku/

hakusyo/28hakusyo/index.htm
l
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